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、はじめに

今年、世界全体を巻き込んだ COVID-19 によ

る騒動は 11 月現在も収束の兆しを見せていな

い。世界の政治、経済、医療、産業、その他あ

らゆる分野にその影を落とし続けていることは

間違いない。人と人との接触が極限まで削減さ

れ、仕事は文字どおりオンラインで進められる

ことを求められている。その中でどうしてもオ

ンラインでは困難であるものも存在する。 
熟練者から初心者へ、技術の伝承ともいえる工

業の技術分野における指導は、質感や温度、特

に加工前、加工後の質感の変化は実物として手

に触れないとわからない部分が多いため、オン

ラインでその習得を完全に完結させること絶対

に不可能である。そのような中での技術の伝承

方法という観点に立って今回の件を検証してみ

た。 
 
２、目的

前項で述べた状況により、徳島大学イノベー

ションプラザでこれまで行われてきた「自由な

時間に希望者全員が自由な工作活動を行う」と

いう個人個人が自由な作業を行うことが

COVID-19 による影響によって完全に不可能と

なった、そこで新たな技術的指導方法を創設す

ることによって、オンラインでは困難とされる

技術指導の方法を見出すことが目的である。ま

た、これによって、大学で活動自粛期間により

発生した時間不足による作業の遅延という影響

を最小限に食い止めることも考慮に入れた。 
 
３、方法

まず、イノベーションプラザではオンライン

での技術指導は行わないこととした。 

対面を基本とし、その中での対策を考えた。一

般的な対策(マスク、検温、旅行歴の調査)は当然

のこととした。 
上記の条件での方法を新たに作るにあたって、

学内、学外の技術指導方法の参考として、米子

工業高等専門学校、阿南工業高等専門学校、徳

島大学技術支援部の今回のCOVID-19に対する

対応策に関して、視察もしくは電話、メール等

での調査を行った。 
そこから得られた中でも興味深い内容として下

記があげられる。 
・今までは易加工→難加工という段階を追う指

導方法を行っていたものを、最初からいくつか

の班に分け、各加工機ごとの実習を行う人員を、

一定の時間ごとに交代させることによって過密

状態をなくす。 
・教官技術員が加工過程をオンライン動画で配

信。その際に意図的に正しくない加工を数箇所

行い、動画講座閲覧受講学生はその不適切部分

を指摘し、改善方法をレポートにまとめ提出す

る。 
などというものがあった。 
次に図 1 に示すように、徳島大学イノベーシ

ョンプラザでは、まずはプロジェクト活動場所、

並びに切削加工場の全体のスペース面積に対す

る人員総数を、ソーシャルディスタンスの割合

として全体数(人数)の絶対値を決定し、そのスペ

ースの使い方（人数制限に対する学生数）を加

工優先順位度により選定した。 
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図１ 人数配分図（数値は上限数） 
選定基準としては 

（１）大会、競技会、競技会に付随した実験、

等の予定が中止されていないこと。 
（２）、（１）のために必要である機械加工の中

で特に工作スペースの加工機器を利用せ

ざるをえないもの。 
（３）、（１）（２）の中で特に予定期限に対して

時間の不足が考えられる緊急性を要する

もの。 
（１）（２）（３）の中から、加工スペース予

約表を提出させ緊急性の高いものを技術員によ

り判別し優先順位を定め、加工作業を許可した。 
※上記の加工作業は大学規定のＢＣＰレベルに

従い、且つ管轄部署への許可申請の後、許可が

下りた場合のみとする。 
尚、以前の通常状態では１フロア加工スペー

スに約１０人～２０人の学生が数種類にわたる

加工作業を同時に行っていたのだが、このシス

テムを運用することによって２人～５人が１も

しくは２種類の加工作業を行うこととなった。 
 
４、結果

本来は COVID-19 対策のため、作業学生の密

集化を防ぐための目的であった。 
しかし、実際の所１００㎡ほどの加工スペー

スに３人程度の学生のみを配置することにより、

通常状態であると許容量的に不可能であった指

導技術員よる直接的、個人的な指導ができるよ

うになったため一人一人に対するきめ細かい工

作技術の指導を行う上で「効率的な加工方法」

「適切な加工機器の選択」「機器メンテナンスの

正しい方法」の指導に特に効果が見られた。 
また、加工を行う時間や、人数に制限が行わ

れているため、加工前段階における机上での加

工シュミレーションに力を入れる学生が多くな

り、素材に対する工具の選定や加工機回転速度

を事前に正確に考えることにより以前より短い

時間で表面精度の向上、等の品質の高い加工を

少人数で行っていることが確認できた。ただし、

今回のこの方法では担当技術員からの直接指導

を受ける学生の人数の絶対数が少なくなってし

まうため、以前の方法に比べ個々の学生の技術

力に差が生まれてしまうことも事実であった。 
 
５、まとめ

消極的状況下での時間やスペースの制限によ

り以前より効率的な加工を行わざるをえなくな

り、個人個人の生産性はむしろ向上したと言え

る。今後はこのようにして加工技術向上した学

生が COVID-19 後も他の学生に対して監督、指

導をやっていけるようなシステム作りを模索し

たい。 
 
６、謝辞
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